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総 説

沖縄の動植物成分

森 厳*

(琉球大学教養部化学教室)

はじめに

生物の生命活動の代謝産物として生産される

物質には生体に生援作用を示すものが多数知ら

れている.しかし,生物体に生存する何らかの

生理活性を示す物質の役割は必ずしも明確でな

いものが多いが,長年の生物の進化の過程で生

産されっづけてきたものであるから,そのもの

の存在の意義があることは確かであろう.これ

らの物質は生体に対し微量で著しい生理作用を

発現し,生命化学的な生物の自己制御および生

物間の相互制御に関与する重要なものに達いな

いであろう.このような生理作用をもっ生物体

から新らしい化学構造をもった有機化合物が発

見される可能性は高く,これまでにも多くの新

規有機化合物が発見され,すでに医薬,農薬,

食品添加物,香料その他の用途をもって実用に

供されてきた.

生物休から新規化合物を発見し,その化学構

造,反応性を明らかにすること,さらに,その

化合物の全合成にあたって新合成法を開発する

ことによって有機化学分野の進歩に多少なりと

も寄与することになるであろう.このような目

的で琉球列島に研究題材を求め,動植物からの

新化合物の探査を行ない,その化学構造を明ら

かにし,反応性を確かめ,全合成を行なうとい

う総合的な検討を行ってきた.

現在までに行なってきた研究,および研究中

のものをまとめると表 1と表 2のようになる.

沖縄の動植物成分

1.ギシギシ根の成分 1)

ギシギシ (Rumexjqp icsHoutt)はタデ科

に属し,日本各地の湿地帯に自生する多年生宿

根草である.この根を漢方では羊蹄と称す.A

nthraquinone誘導体のはかmusizine,quer-

cihinを含有し,新鮮根の液汁を皮膚病に外用

し,また大黄の代用として緩下剤とする.根の

成分chrysophanol.emodinが報告されている.

1.3kgの生鮮根を粉砕 Lrrkthanolエキスを製

し,これを希硫酸で分解し水に不溶部をとる.

不溶部を減圧下50℃で乾燥後,e仇er抽出する.

Ctherを留去し5% Na,CO3水溶液を沈殿が生

じなくなるまで加え,iP別する.沈殿部を10

%KOH水溶液に溶解し,これにCO2ガスを通

し飽和させて析出物を炉取する.析出部を水洗

し乾燥後 acebne抽出.可溶部を薄層クロマ

トグラフィ (以下TLCと略記)分離.

化合物 [Ⅰ]黄色鱗片状 (mp205℃,収率

0.03%)

化合物 [Ⅱ]黄色額粒状 (mp192-193℃,

収率 0.1%)

5% Na2CO｡水溶液部を塩酸酸性にすると

黄色沈殿を生じる. この沈殿をe仇er抽出し桂

色針状晶 [Ⅲ] (mp253-254℃,収率 0.04

%)を得た.

化合物 [Ⅰ] [Ⅱ] [Ⅲ]はいずれもacetone

易溶,chlorofom 難溶.

化合物 [Ⅰ]

この中のいくつかの研究例を紹介しよう. C16H1205

IR:OH,CH,,CH,0,>C-0,芳香環

IH-NMR :7-7.8ppm4H,2.5ppm2H,

*〒903-01 沖縄県中頭郡西原町字千原1番地
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蓑1 研究題材一覧

南方資源利用技術研究会誌

1. トウダイグサ科 (Euphorbiaceae)
ミドリサンゴ (Eupho7･biaa'rualli)
ミヤコジマニシキソウ (EuphorbiauachelliHook&Aml.)
ハマダイゲキ (EuphorbiachamissmisBoiss.)

2･ニシキギ科 (Celastrac.eae)
マサキ (Eu仇3muSJqXれia Thumb.)
コクテンギ (Eucnyr7uS ぬ血 Maxim)
ハ リツルマサキ (Mayhm us血ノerSifoliaDingHou.)

3･ショウガ科 (Zingiberac竺e)
ゲットウ (Aわあaspαo氾 K.Schum)
イリオモテクマタケラン (AわbliafkLbeLbぬRidl.)

4.モチノキ科 (Aquifbliaceae)
クロガネモチ (IlexroなLn血 Thunb)

オオイシバモチ (IhzxwarburgiiLoesn.)
5.ミカン科 (Rutaceae)

サンカケミカン (T∝批 iaasiadcaLam )

6.ジンチョウゲ科 (Thymelaeaceae)
アオガンビ (mhsかcemiaretLSaA.Gray)

7.ツバキ科 (Theaceae)

イジュ (Schimawalkchiissp.1iukiuensisBloemb.)
(SchimaHuhiumsisNakai)

8.サクラソウ科 (Primulaceae)

ルリ-コベ (AncgalisaruensisL.)

9.コショウ科 (Piperaceae)

ヒハツモ ドキ (PLbeTreb･ofracbLlnVahl･semusuMasamune)
10.イワタバコ科 (GesnerlaCeae)

イリオモティワタバコ (Conmdronramondio誠ゐSieb.etZucc.)
ll.ウリ科 (Cucurbitaceae)

クロミノオキナワスズメウリ (Met)めJ･iaHuhiumsisNak.)

12.タデ科 (Polygonaceae)
ギシギシ (RuJ71既 japoniasHoutt.)

13.キク科 (Compositae)
モクビャッコウ (Cross00唾)hiumdhineseMsk.)

14.センダン科 (Meliaceae)

タイワンセンダン (MeHaaz血 rachL.)

15.キョウチクトウ科 (Apocynaceae)
オキナワキョウテクトウ (CerberaTTmghasL)

16.7トモモ科 (Myrtaceae)
バ ンジロウ (PsidiumguajauaL.)

17.アカネ科 (Ruviaceae)

ヤエヤマアオキ (MoriT乙血 ciかifoliaL.)
18.イイギリ科 (Flacourtiaceae)

イイギ リ (Idbsiaplp rp Maxim)
19.ヤシ科 (palmae)

コミノクロツグ (ArmgaかemukLBec°.)
アレカヤシ (Chrysalicw rpuslubscmsH.WENDLAND)

20.ツマベニチョウ (HebomokLgkzu(顔)e)の超の色素について

21.腔腸動物イワスナギンチャク (PalidujabLbercubse)の色素
22.沖縄産廃糖蜜を原料とする蒸留酒の研究

23.茶の成分について
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表 2 植物の薬効その他

沖縄の動植物成分

名 称 効 能

ミドリサンゴ

ミヤコジママニシキソウ

ハマダイゲキ

マサキ

コクテンギ

ハリサルマサキ

ゲットウ

イリオモテクマタケラン

クロガネモチ

オオイシウノヾモチ

サルカケミカン

アオガンビ

イイギリ

イジュ

ルリハコベ

ヒハツモドキ

イワタバコ

クロミノスズメウリ

ギシギシ

モクビャッコウ

センダン

オキナワキョウチクトウ

ヤエヤマアオキ

皮膚刺戟薬､家畜の下剤,イボ･ホクロを除く,有毒

赤痢,煎服して解熱 (マラリヤ),タムシに効あり

タムシに効あり

腰痛,関節痛 (ズルシットの製造原料)

駆虫,鎮痛,鎮咳 (同上)

同族に坑癌作用ありとか

芳香,健胃,0.27%の精油

芳香,健胃

リュウマチ,毒虫刺され (トリモチ,バンソウ膏,ペンキに添加)

肺炎,肋膜炎などの解熱,利尿 (同上)

小児ゼンソク,白血病

樹皮より製した紙 (和紙)は害虫にかからぬ

材は細工用,ジャワ･スマトラ産 (Pangium eduleに gynocadin有毒)

樹皮汁は清涼飲料に,魚毒 (溶血作用,社風 利尿)

肝,腎の疾患,利尿,歯痛,魚毒

香辛料,健胃,食欲増進

胃腸薬として煎服 (成分不詳)

有毒という (悪魔の草と与那国では呼ぶ)

根茎の煎汁はカイセン,白センに効あり,また育毛に効ありとか

刀傷によく,解熱,解毒,治淋の効あり

板皮 (駆虫),薫 (ノミ,シラミの殺虫,ウジムシの殺虫に)

強心配糖体,有毒

根皮 (赤痢,強壮),葉 (刀傷)

1.3ppm 3H,0.9ppm 3H.

この ものはphyscionである.

化合物 [Ⅱ]

C15HIOO4

IR :OH,CH3,>C-0,芳香環

このものはchrysophan01である.

化合物 [Ⅲ]

C15H"Os

この ものはemodinである.

-23-
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森 巌

2.モクヒャッコウの精油2)

モクビャッコウ (Croぉ00喝)hiuTn Chbtese

Makino)は,キク科の1属 1種の植物で別名

コイソギクと呼ぶ.沖縄ではイシギクといい

盆栽にし,鑑賞する.琉球列島に分布,海岸の

隆起珊瑚礁に自生.刀傷,解熱,治淋の効あり

という.

｢- ｢ .lll.ll~
IO I～ Zl

南方賓源利用技術研究会誌

全章 4kgを水蒸気蒸留し,精油 (淡黄色油状

0.05%収率,比重 d謁-0.869,酸化価-5.025

屈折率n2D0-1.484,旋光度 [a]2D0-10.74)を

得た.ガスクロマトグラフを図に示す.充填剤

c arbowax-6000,Gas-Massで次の成分を確認

した.Camphorが主成分である.

25 日 15 日Clll/lnin

Gas cJlrO･"at叩 raPll. Esst3ntialoilofCro.t'sostct,hil-

L･Jli))CIISC HこIkino.

了

Ofo

二

二
p- pit.ene

メ-pinene
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3.イリオモテクマタケラン根茎の成分3)

イリオモチクマタケラン (AわiniafkLbeuaぬ

Ridュ.)は,高さ 1- 2mのショウガ科の多年

草.ショウガ科の植物は香辛料として利用.ア

オノクマタケラン,-ナミヨウガの種子は健胃

芳香剤として,またウコンの根の色素は食品の

着色料となり,強肝効果があるとして利用され

ている.ゲットウやクマタケランの種子から

Kawain等の報告がある.

l̂piTLia flabellataRldl.(ZirLgiberaceaeJ

Rootsoffreshplants

i)WashedWithmeヒhano1

2)extractedwithpetroleumeヒher

Crudeextracts

recryStalliヱedfrorrtrTletharIOl
Alflabene(lH C26J13206)=n･P･130-131cc

Schemeofextraction

OCHl

沖縄の動植物成分

イリオモテクマタケランの新鮮な根茎13.7kg

を締切 し, rnethanolに 1日浸漬後炉別 した根

茎を風乾 し,Petroleum e也er抽出.抽出液を

減圧下濃縮 し粗結晶を得た.me仇anolで再結

晶,淡黄色針晶 (mp130- 131℃ , 0.22g)を

得た.

元素分析,MSなどからC26H｡206(MW-440)

である.このものをAlflabene(1)と命名した.

OCH3

RIT4mm ヨ (1)

UV tEtOLI) 261 (E17600). 300 (E92307, 305 (E8390), ユlo nll1tE8630I

Maョ, tm/之)440 tM+), 220

IR tC-1C13- 000, 2920･ 2830･1605･1505, 1180･ 1040′ " 5･ 070 cm-1

1H-NMR!3--1･78(2日･m･"-5C<･1卜5P)･ 2･22(2"･m･"-6d･=-6P)･2182川 .･m･1.-4)･3･69uH･S･OCiiJ

3･72(311･S･Oq13)r3･80(6日･S･OCE3 x2)･ 3･85(GII･S･OCR3 x2)･ 5･80(1H･dd･J-8･
16112:' r̂CE=CH). 5･6-611t2Jt,n,H-1,Il-2), 6･44(Ill.S,̂r且). 6･47(111,d.J王16Irz,

r̂CIJ=CE), 6･48(1日.5,̂rii1,6･74(1日,9,̂r旦). 6･79ppm(1日,S.̂rB)

13cINMR CDC13)6 - 05･ 25･42･ 37･22･ 11･55･ 56･13･ 56･35･56･56 56･76･ 56･83･
97.23(d7, 98.25tdl, log.88(a),115.05(d7, 119_60ts), 122.51(sJ, 122.61(d).

128.07(d). 129.64tdh 131.89(dh 142_43ts), 143.36(S), lJ17.89(S),

148.68(5),150.78tsh 151.72ts).
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[1]Alflabene(1)の酸化

Alflabene20.0mgとOsO.12.2mgをまぜ､

水浴中で pyridine lmiを加え, OoC に保ち

2時間接はんする.これにpyridine lmlと10

mlの水に NaHS03の 0.8gを溶解 した溶液の

aq･ 050
Alflabenet1I

pyri王ine

H3Cせ cT 3"

H】CO

十

H.C

南方資源利用技術研究会誌

2.5mlを加えさらに接はんする.15分後, 2ml

のchloroformで2珂抽出.抽出液をNa2S04で

乾燥.減圧下で溶媒を追い出し,34.2mgの粗

結晶を得た.

｢

♂
_

oc

CH3 tC H】72CO･n20

Mag,(../Z)196(M+I.181,153,150,125

ZR(cm-1･C"cl3日 OOO･2830･1660･1605･
1515,1035

punlppm･CDCl】13187(3u･S)･3･91(3JJ･S)I
3.96(3日,sh 6.50tlH,sI.
7.コ3(lIl,S),10.33(1日.g).

Found=rTt/Z:196.0726

Calcd･forCIOll1204;M196･0735

これをMeOH:CHCl,-1:50の展開溶媒でTLC

分離し,CHC1,で再結晶し,無色針晶 (mp125

-126℃)diol(2)を得た.

MS(m/Z):474.2262(M+)
C26H｡一08として MS(m/Z)ニ474.2254(M')

[2]化合物(2)の酸化

化合物 (2)のdiol13.0mgをacetone1.0miの

混液に溶解し,水0.5mlにNal04の20.0mgを溶

解した溶液を加え,室温で3時間接はん後,2-

miの CHC13で2匝Ⅰ抽出.抽出液を合併 しNa2

SOlで乾燥後減圧下濃縮 してoilを得た.CHC

13:EtOAc-8こ1の展開溶媒でTLC分離 し2

種の化合物を得た.2,4,5-trimethoxybenzalde-

Mass(m/ZI276(M+).220.189.

IR(cm-‡C=C1,- 000･2830･1710.
1605.1505.ltH0.

PMJH ppm･CDC13)1･8(lJl･mJ･2･ZtlJf･J.)

2.8(lll,lTt7.3.OUt6日,S),3.88tjH,sI.
4.3(ltl,brs1,5.7(lll,m),6.0tlH,m7,

6.50(l∫l,S1,6.79(1日.S).9.5OtlJl,a.Jf2ll

hyde(3)3.211唱とaldehyde(4)6.8mgである.

(3)はCHC13で再結晶 (mpl12-113℃).標品

(mp112-114℃)との混融試験の結果,融点

降下を示さなかった.

[3]2,31dichlorol5,6-dicyan0-1,4-

benzoquion(DDQと略)によるAlflabene(1)

の酸化

Alflabene(1)4.7mgとDDQ5.0mgの混合物を

benzene15mlに加え 】禁加熱遺流後,減圧下

でbenzeneを除去した反応混合物をCHCl,:EtO

Ac-8:1の展開溶媒でTLC分離,化合物 (5)

4.3m唱を得た.
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Alflabene(i)

[4]化合物(4)の還元

DnQ

benzene

H3CO

沖縄の動植物成分

AcH, .5'

L4ass (m/2:)436 (M+)

IR (cm-チ cI7C13日 000･ 2836･ 1605, 1505. 1040･

PMtt (ppm･CC14)3･59(3Tt･57･ 3･66(3fT･57･ 3･71(3fI･5)I

3.73(3H,S), 3'.76(3H,5),3.82(3tl,S),

6.33(llI.S), 6.49(1f7,5), 6.67(lH,5),

6.73(1H,S), 6.70(lIl.a.Jこと16 tfZ)

7.13(1H,a,J=16 Hz),7.13(3H,n),

7.65(111, br a,I-8 Ⅰ]ヱ)

MeOH:benzene-1:49の展開溶媒でTLC分

化合物(4)10.6mgをethylacetate7.Omlに加 離 して油状化合物(6)を得た｡

え,さらに5%量のpd-C4.Omgを加え,室温 MS(m/Z):278.1540(M十)
で4時間反応させた後触媒を炉別 し,減圧下で C16H2204としてMW:278.1549

溶媒を除くと無色のoilll.6mgを得た.

H3CO

-I=葬 _:7

H2/Pd-C

Cl13COOC2115

(4)
(6)

Mass (m/≡)278 (M+)

ZR (cm-1･cHC13) 2830･ 1705･lGOO･1510･1040･

PMR (ppm･CDC13)1･43(4u･m)I1･67(4Jl･m)･

2.25(lJZ,m),2_94(lil,m),

3.3ノ日3日.S). 3.52(311.S).

3.56(3日,S), G_33(lH,S),

6.86(lil.S), 9.64(1日,S).
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[5]化合物(6)のepim3r(7)への転換

化合物(6)10.0Ⅰ喝をMeOH4.0miに溶解 した

後,接はんしながら0.2N-NaOH水溶液数滴を

滴下し,温室で2時間規はんした後, 4mlの

aq. NaOH

(6)

/ H
OCHコ

MeOtl

南方資源利用技術研究会誌

水を加えCHCl｡2miで2回抽出し,Na2S04で

乾燥し,減圧下で溶媒を除きoil(7)10.8mgを得

た.MeOH:benzene-1:49の展開溶媒でTLC

分離し,無色油状物(7)を得た.

ノ
OCH

(71

Mass (.n/之) 278 日1')

IR (cm-1･ cnc13) 2830･ 1720, 1610･ 1515･ 10401

pMR (ppmrCDC13) 1･45(州 ･n)I 1･87(4H･n)I
2_5 1日,JTL), 3_2'(lil. rrL),
3.78(311,5), 3.82(3Jl,～),
3.86(311,5). 6_48くIJl,S),
6.73(1日,S), 9.33(1Jl, a.J]4)

Found=JTl/zi 278 .1540

Calcd･for C16112204: M 278 ･1549

[6]化合物(9)の合成

三口丸底フラスコにマグネットバーを入れ還

流冷却器,窒素ガス導入弁,滴下ロートをセッ

トする.還流冷却器と滴下ロートの上部にそれ

ぞれ塩化カルシウム管をつける.

フラスコに無水エーテル26mi とMg2.76g

を入れる.N2ガスを通 じなが らallylchloride

H3CO
敬

OCHl

7.65gのether溶液 20mlを滴下ロートに入れ,

反応丸底フラスコを冷却しながらal1ylchloride

溶液を滴下する.次に,2,4,51biI伐thoxybenz-

aldehyde1.Ogのコロイド状ether溶液を反応

フラスコに注意しながら加える.この混合液を

1夜境はん反応させる.

ClMgCHzICH=CH2

benZlene
H}CO

OCH】
(10)十rAnS

Mas, (n/乞)220 (H+),205,189.

川 (cm-1･cIIClコ)1625, 1605･1505･1020･

pMR (ppm･benzene-D6)
3.37(31I.sI.3.45(311.5). 3.50くつu,SI,
5.03(1日,dd.JI2, i Hz:). 5.23(1日.dd.I.≡2. 16llz)

6.25(lll,S).7.17llH.a,J]16 112).6.3-7.0(211.m)

KhzLraSCh･Zl･S･･Fucks･CIF･･J･Ot三･ rh帥-･旦･359 (1944)

dorganlC Syntheses",Vo1.30.75 (1950).
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反応混合液をNH4C126gの水溶液 120mi

で処理 しether50mlで 2回抽出.抽出液を合併

し,Na2SO▲で乾燥後,減圧下で溶媒を除去 し

てオイル状化合物(9)を得た.

[7]化合物(9)をbutadiene誘導体uO)へ

粗オイル(9)200mgをbenzene6mlに溶解 し,

10% H2SO.4miを加え N2気流中室温で 1夜

境はん反応させる.反応混合物を10miの水で

希釈 し,Benezene層を乾燥後,溶媒を除去 し

て無色油状物を得た. これをMeOH:CHCl,-

1:99の展開溶媒でTLC分離 し無色油状化合物

uO)を得た.

OCH】
(10)
Tramsform

沖縄の動植物成分

[8]Alnabene(1)の合成

化合物uO)75Ⅰ喝をtoluene35mi に溶解 して,

N2気流中 1夜遭流 (reflux)させる. これを

MeOH:CHC13=1:99の展開溶媒でTLC分離 し

て,結晶 12.8mgを得た.MeOHで再結晶 した

もの (mp129-130.5℃)は,天然Alnabene

(mp130-131℃)との混融試験では融点降下

を示さず,H-NMR,lR,MSは天然A]旧abene

と一致 した.

reflux

toluene

OCH)

Alflabene (1)

4.ミドリサンゴの成分り

ミドリサンゴ (EuphoT･biadruauiL.)はア

オサンゴとも呼ばれる高さ2-5mになるトウ

ダイグサ科の低木である.一般に トウダイグサ

科の植物は乳液を出し,その成分は糖質,ゴム

質,脂肪や毒性の苦味質,アルカロイ ド,四環

性 トリテレペン,五環性 トリテレペンを含有 し

ている.薬用,工業用,鑑賞用として栽培され

る.

ミドリサンゴの乳液は有毒とされ捕魚に用い

たり,すり傷,はれものにつけて痛みを治 した

り,梅毒に効果があるとされた.カルビン･サ

イクルで有名なノーベル化学賞を受賞したMelvin

Calvin(カリフォルニア大学バークレイ校教授)
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の提唱により,ミドリサンゴから石油代替物を

製造しようという運動がおこり,日本の一企業

が通商産業省から補助金を得て,この事業に着

手し沖縄でミドリサンゴの試験栽培をした.こ

のためCalvin教授は2回も来沖 した.たまた

ま筆者の研究室でこの植物成分の研究中であっ

たため.この事業に参画したが,結局成功を見

ることなく企業が手を引き,立ち消えとなった

イワクつきの植物である.

ミドリサンゴの地上部32kgを細切して,EtOH

と共にミキサーにかけ粉砕し2日間浸漬.浸出

南方資源利用技術研究会誌

液を減圧下濃縮 し,e仇er可溶部を脱色後減圧

下濃縮し,カラムクロマトにかけた.

Fracdon48-57をEtOHで再結晶し,無色

針状晶 (mp137-137.5℃)を得た. β-sitD-

sterolである.

Fraction 154-159をbenzeneで再結晶 し,

無色針状晶 (rrp68-69℃)を得た.stealicacid

である.

e仇er不溶部は各種溶媒で抽出し,黄色針晶

(mp300℃以上)のanthraquinone誘導体を得た

だけで成果らしい結果を得ていない.

表 3 カラム･クロマトグラフィー

FractioJI SolveJlt
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4

0

っん
7

eZ5
8
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▲
q

r▲
rJ
ノb

1

1

～

dr
Ln

▲V
′○

エV
9

1

1

1

n-Hexane

n一日exalte:tlen乙elle (7:3)

n-=exane:benz占Jle (3:7)

nen乙eILC

llenzene

Benzene:Ether (9:1)

I- (4:1)
ll

Methanol

5.7オガンどの樹皮成分S)

アオガンピ (Wihsかcmia retLSa A.Gray)

はジンチョウゲ科の植物で.海岸の砂地や隆起

珊瑚礁地域に自生する低木.有毒とされ,樹液

でカプレることもあるという.漢方では水腫,

湿性気管支炎,鎮咳に用いるという.ただし妊

婦には禁忌とされているようである.

樹皮は和紙の原料とする.西表島の小学校で

手漉き和紙をつくり卒業証書の用紙にしたと新

聞で報道されたこともある.この和紙は虫害が

ないとのことで掛軸などに珍重されるという.

アオガンピ樹皮6kgを締切 LEtOHに一週間

浸漬,浸出液を減圧濃縮 し,e仇er抽出.さら

(cc) Jiluate

0

0

0

0

0

S

0

lヽ
l
0

O

(U

0

′)

⊂J
nU
■5

5

7

亡J
2

S

⊂J
～

nV

2

tJ
tJ'
Z

l

エリ
7

7

1

5

yellowishoil
ll

crystal (comJ)OuJld I)

crystalslightamount
ll

ll

Yellowishoil
ll

ll

CryStal (co川1-Ound Iり

yellowishoil

に EtOH 抽出.EtOH 不溶部をdioxane抽出

し化合物C.gH120さ(mp243-247cc,淡黄色針

晶,収率 0.02%)を得た.e仇 er可溶部 と

EtOH 可溶部を合併し減圧濃縮後 CHC13を加

え不溶部を炉別 し,さらにethylacetate可溶部

をTLC分離し,化合物ClgH1205(mp253-256

℃,淡黄色針晶,収率0.018%)を得た.

dioxane抽出物はdaphnotetinで,後者は異性体

の 6lhydroxy-7-me也oxyl3,7I-dicoumaryl-

e仇erである.

6.コミノクロツグ果実の成分6)

コミノクロツグ (AT･mgab･erTu血 Becc.var,
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｡Al● ･-二㌢=
DaphTLCretin mp.243-247̀c

HJHC:敬譲ooa70
6-hydroxy-7-methoxy-3,7t-diCuzzlarYlether

rnp･2531256■c

engleriHatsusima)はヤシ科の低木,葉鞘が

腐食してできた黒色の粗い繊維はタワシなどの

ブラシや縄の原料とする.果実の切片を皮膚に

貼ると刺戟性の痛みをともない赤発する.

果実 1kgを破細し熱湯抽出する.抽出液を減

圧濃縮すると粗結晶が析出する.熱湯で再結晶

し針状晶を得た.このものは灰分が多く無機物

と思われたが,lR測定で2980,1700,1420

cmー 1に吸収があることから無機物との塩と判断.

5N-H2SO.で加水分解後,etherに振 り取 り,

濃縮析出物をEtOHで再結晶して,無色針晶

(mp262℃,収率 2%)を得た.元素分析など

からC7H406である.

MS(m/Z):184(M+),126

1R:3600-3500,3070,1720,1640,1220,

1110cmーt

H-NMR:3.8(1H),7.1(1H)

J3CINMR:53.584(i),120.173(d),152.68

(S),159.78(S),178.678(S)

このものはChelidonicacidで,天然にはCa一

塩として存在する.

Chelidonicacidを折別した母液からTLC分

離して油状物を得た.

C5HIOOS

MS(m/Z):150(M')

沖縄の動植物成分

o当恥 o
oHOH

cheridoniCacid

mp･262dc

OH OH
l l

HOHZC-C- C- C

HOH2e H H

tetrahydroxyisovaleraldehyde

1R:3500-3200,2850,2770,1725cm~ '

NMR:8.06(lH,d.CHO),5.20(2H,brod),

4.38(3H,m),3.81(4H,m)

このものはtetrahydroxyisovaleraldehyde

である.

果実の切片の赤発の原因となる物質は,有機溶

媒では抽出されない.

7.オオシイバモチの果実の成分7)

オオシイバモチ (Ik warburgiiLoesn.)は

樹高20mにもなる常緑高木で亜熱帯に分布す

るモチノキ科の植物.材は堅く,ち密で狂いが

なく,光沢が美しいので櫛,印材,洋傘の柄,

算盤の珠などに使われる.秋から冬にかけ赤い

小粒の実 (センリョウの実に外形が似る)をっ

ける.

12月,西表島で採取した果実2.5kgをdioxane

と共に破砕し,抽出.炉液を減圧下濃縮.濃縮

液のCHC13可溶部を除き,氷層を濃縮後,EtOH

可溶部をTLC分離して化合物 (1)と(3)を得た.

化合物 (1)をH20-MeOHで再結晶.

C14HlgNO8
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mp:221-223oC

la]2Ds:-247℃ (C.:0.611,CH30H)

MS(m/Z):330(M++1),329,311,178

1R:2200cm~1

13C-NMR:∂117.1ppm

以上は,a,β-不飽和 nitri1の存在を示す.

13C-NMR:661.3,68.3,69.1,70.2,73.0,

75.8,76.9,100.6

1R:3600-3100,1100-980cm~1

以上はglycosideの存在を示す.

化合物(1)を塩酸で加水分解,D-glucoseをpape

rchromatographyで同定 した.加水分解混合物

を濃縮 LAc20/pyridineでアセチル化.油状

物 はD-glucoseのpentacetateで, aglyconは

triacetateとなる.

triacetateの性状

MS(汀レ/Z):293(M+),233,191,149

1R:2950,2220,1760,1390,1220cm~l

H-NMR(CDC13):62.03(3H,S),2.05(3H,S),

2.25(3H,S),5.3(1H,m),5.4-6.0(4H,m),

6.3(1H,br.d,i-10Hz)

6.20 (lH.dd.J-10.2.5H王)
76.26 (lH.也.J,10Ht)

5.48 (1H,d.J-i.5H王I
l

r.■89二2.39 (むl

南方資源利用技術研究会誌

UVm (EtOH):255nm

hexaacetateの性状

MS(n/Z):581(M'),521(M+AcOH),132

UVmB(EtOH):253nm

lR:2950,2210,1750,1040cm~1

1H-NMR(CDC13):62.00-2.10(18H,6×AcOI),

4.10(1H,dd,3'-13.4Hz,4.33(lH,dd,]'-13.4

Hz),4.8(2H,m),5.2(3H,m),5.37(lH,br.S),

5.63(1H,br.t,i-3.5Hz),5.99(1H,dd.j-10.5,

3.5Hz),6.34(1H,br.d.]'-10.5Hz)aglycon部

に2個の-OHがある.

13C-NMR:∂96.3,126.2,138.1,154.9

1HINMR:65.66(lH,br.S),6.06(lH,dd,]'-

10.2Hz),6.37(1H,dd,]'-10.2Hz)4個のsp21

Carbon,cis二重結合に置換 した2個のCarbon

がある.

化合物(1)のUV257nmおよび以上の結果から,

aglycon部は単環でα,β,γ,∂不飽和nitileと

2個のOHをもつ化合物である.

この化合物をWarburgiiosideと命名 した｡

4.50 (1日.爪l

l 6.06 ull,dd.J7LO.2Ill)
RO､

JtO
4.30 tlIt.br t.J･■3I

4･88 (1H.ddd.J71.5.4.5.7_5tl王)

tコ)
OtI

おわりに

多 くの研究材料は農学部付属熱帯農業研究施

設で採取 したもので,米盛重友講師には大変お

世話になった.今回寄稿させていただいたもの

は,当研究室の仕事の一部であり,学会誌に発

0【ヽ

37(111.dd.Ji10,2枇 )

5.66 (川,br s)

4.95 llH.t.J-3ltェI

(1): R≡llI

(2):R三CIliC0

化学の分野が紹介できておれば幸いである.寄

稿を推めていただいた本研究会の編集委員会の

皆様方に感謝致 します.
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